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資料１０１ 研修の目的・ねらい

目的

・防災知識に関する知識や理解を

深める

・近年の災害や北区の防災の取組か

ら、地域防災活動の現状を知る

・スキルアップした防災士としての

知識や経験を地域の中で活かして

いただくきっかけとする

・近年の災害から地域防災の重

要性を理解する

・北区の防災の取組を知る

・地域で行われている防災活動

を知る

・防災士として知識や経験を活

かせる場面を知る

ねらい

資料１
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資料１０１ 研修の目的・ねらい

近年の災害状況 災害時の共通状況 北区の防災対策状況
地域防災力に
つなげるために

〇地震による災害

・阪神・淡路大地震 
1995年1月17日

・東日本大震災
20１１年３月１１日

・熊本地震 
2016年4月14日、16日

・北海道胆振東部地震 
2018年9月6日

・令和６年能登半島地震
2024年１月１日

〇風・水による災害

・平成30年7月豪雨 
2018年6月28日～7月8日

・令和元年東日本台風
2019年10月10日～１３日

・令和2年7月豪雨
2020年7月3日～31日

・令和6年能登半島豪雨
2024年9月21日～23日

〇災害時に見られた共通の状況

・被災によるマンパワー不足

・防災の専門知識を持つ

人材の不在

・地域住民同士の顔の見える

関係性不足

・防災士間の横のつながり不足

災害状況や共通状況を踏まえて

・防災訓練の継続的実施

・避難所開設訓練の継続的支援

・令和６年度より

地区防災計画の策定支援

・令和７年度より

防災士養成支援の開始

・令和８年度より

防災士フォローアップ研修の

開始

その他事業は、

「区の防災事業一覧」にて

まとめています。

・災害時の地域防災の

担い手を養成につな

げる

・防災専門知識の習得

・顔の見える関係性の

構築

・地域特性をふまえた

災害リスクを知る

・平時からのつながり

の構築

〇災害時に生かせた平時の取組事例

・町会自治会や防災士により避難

計画等が準備されていた

・避難訓練時に、避難時間の計

測や避難ルートの検証・実施

・地域特性に応じた継続的な

防災訓練

・平時からの人間関係構築や訓練の

結果、共助による支援活動が実施

された

資料１
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資料１０１ 研修の目的・ねらい
防災士資格取得後の活動イメージ

防災士の皆さまには、地域防災の様々な場面において、
知識や経験を活かしてご活動・ご活躍いただくことを期待しています。

防災士資格取得

区事業を活用
（区が資格取得支援）

個人等で取得

地域防災活動への
ご協力依頼

地域防災活動への
ご協力お願い

地域の防災活動へ参加

地域の防災力の向上・実践的な活動へ

協力を
お願いします

協力を
依頼します

資料１
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資料１０２ 近年の災害状況

近年の災害状況 災害時の共通状況 北区の防災対策状況
地域防災力に
つなげるために

〇地震による災害

・阪神・淡路大地震 
1995年1月17日

・東日本大震災
20１１年３月１１日

・熊本地震 
2016年4月14日、16日

・北海道胆振東部地震 
2018年9月6日

・令和６年能登半島地震
2024年１月１日

〇風・水による災害

・平成30年7月豪雨 
2018年6月28日～7月8日

・令和元年東日本台風
2019年10月10日～１３日

・令和2年7月豪雨
2020年7月3日～31日

・令和6年能登半島豪雨
2024年9月21日～23日

〇災害時に見られた共通の状況

・被災によるマンパワー不足

・防災の専門知識を持つ

人材の不在

・地域住民同士の顔の見える

関係性不足

・防災士間の横のつながり不足

災害状況や共通状況を踏まえて

・防災訓練の継続的実施

・避難所開設訓練の継続的支援

・令和６年度より

地区防災計画の策定支援

・令和７年度より

防災士養成支援の開始

・令和８年度より

防災士フォローアップ研修の

開始

その他事業は、

「区の防災事業一覧」にて

まとめています。

・災害時の地域防災の

担い手を養成につな

げる

・防災専門知識の習得

・顔の見える関係性の

構築

・地域特性をふまえた

災害リスクを知る

・平時からのつながり

の構築

〇災害時に生かせた平時の取組事例

・町会自治会や防災士により避難

計画等が準備されていた

・避難訓練時に、避難時間の計

測や避難ルートの検証・実施

・地域特性に応じた継続的な

防災訓練

・平時からの人間関係構築や訓練の

結果、共助による支援活動が実施

された
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資料１０２ 近年の災害状況

１. 近年の主な自然災害状況

種別 災害名 発生時期

地震による災害

阪神・淡路大地震 1995年1月17日

東日本大震災 2011年３月１１日

平成２８年熊本地震 2016年4月14日、16日

北海道胆振東部地震 2018年9月6日

令和６年能登半島地震 2024年１月１日

風・水による災害

平成30年7月豪雨 2018年6月28日～7月8日

令和元年東日本台風 2019年10月10日～13日

令和2年7月豪雨 2020年7月3日～31日

噴火による災害 平成２６年御嶽山噴火 2014年9月27日
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資料１０２ 近年の災害状況

１ 発生日時 平成23年（2011年）３月 11 日午後２時 46分

２ 地震の規模 マグニチュード9.0 ※観測史上 国内最大の地震

３ 人的被害 死者・行方不明者（関連死を含む）２２，０００名

を超える

４ 建物被害 （全壊、半壊、床上浸水）

４０７，５２８棟

５ 火災被害 出火件数 330件

写真出典：釜石市

２. （事例）東日本大震災の被害状況

資料１
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資料１０２ 近年の災害状況

２. （事例）東日本大震災の被害特徴

・断層破壊により、破壊された断層の面積は、

南北500km ×東西200km

・青森県から千葉県の沿岸部では、大規模な津波によって

人的、建物被害が甚大になった。

・地盤の液状化によって建物が傾いたり、

電柱の傾きやマンホール浮き上がるなどの被害が発生した。

資料１
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資料１０２ 近年の災害状況

3. 令和元年東日本台風の被害状況

・総降水量は、神奈川県箱根町で1,000ミリ。
東日本を中心に17地点で500ミリを超えた

・気象庁は、同月12日15時30分から1都12県に
大雨特別警報を発表。最大級の警戒を呼びかけた。

・死者91名、行方不明者3名、 重傷者42名、軽傷者334名
（消防庁情報、令和2年4月10日時点）

・住家 被害については、全壊が3,273棟、半壊・一部損壊が63,743棟、
浸水が29,556棟（消防庁情報、令和2年4月10日時点）

・長野県長野市では、千曲川（ちくまがわ）の堤防決壊により多くの被害が発生

出典：令和２年防災白書（内閣府）

長野県長野市の浸水
出典：令和元年台風１９号の被害について（国土交通省）

資料１
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資料１０２ 近年の災害状況

3. （事例）令和元年東日本台風の被害特徴

令和元年８月の前線に伴う大雨 令和元年房総半島台風 令和元年東日本台風

災害ボランティア数
11,387人

(１１月７日時点）

23,361人
（１０月３０日時点）

196,740人
（１月２６日時点）

実施団体数 121 ４８ ４８７

・家屋内からの泥だしや家具の片づけ等の作業
復旧・復興期、生活支援 コーディネーターによる地域支え合い
活動等（高齢者・障害者等の見守り、子どもの遊び場開設など）

・東日本の14都県110市区町村において、

防災士を含めた災害ボランティアの受け入れが行われた

出典：令和２年防災白書（内閣府）

資料１
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資料１０２ 近年の災害状況

４. （事例）能登半島地震の被害状況

1 日時：令和6年1月1日（月）16時10分
2 地震の規模等

震源地：石川県能登地方 マグニチュード：7.6
震度7：輪島市、志賀町 震度6強：七尾市、珠洲市、穴水町
死者：６０５人（震災関連死：３７７人）

3 避難所避難者数（石川県内最大）：404か所・3万4,173人（1月4日）※令和７年６月３０日時点

家屋倒壊、津波、土砂崩れ、大火、液状化、道路損壊、停電・断水の長期化など

写真提供：市民防災研究所
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資料１

４. （参考）石川県「令和６年能登半島地震対策検証報告書（本編・概要）」

０２ 近年の災害状況

出典：内閣府「令和６年能登半島地震における避難所運営の状況」
（https://www.bousai.go.jp/updates/r60101notojishin/pdf/kensho_team3_shiryo02.pdf）

避難所の状況

資料１
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資料１

４. （参考）石川県「令和６年能登半島地震対策検証報告書（本編・概要）」

０２ 近年の災害状況

能登半島地震時の課題 北区の現状
複数の自主防災組織が避難所をどう運営する
か事前の役割分担や計画が十分でなく、さら
に避難所運営の中心を担うはずの防災士本人
も被災して動けなかった地域があった。

地区防災計画にて、避難所の運営体制
を検討し、避難所運営体制表を作成し
ている。

地域の防災士を核にしたや運営体制や連携が
平時から十分に練られていなかった。

現状、防災士と地域の間で、避難所等
の運営体制や連携を練ることができて
いない。

平時からの連絡会や合同訓練を通じて
「顔の見える関係」をつくること。

本日のような、防災士フォローアップ
研修の実施や防災士の皆さまが地域の
防災活動に積極的に参画していただく
ことで、顔の見える関係を構築するこ
していくことができる。

北区では、過去の災害の教訓を踏まえた取組を進めています。

資料１
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資料１

４. （参考）石川県「令和６年能登半島地震対策検証報告書（本編・概要）」

０２ 近年の災害状況 資料１
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資料１参考 災害リスクの確認

（北区）災害リスクを知る

北区での災害リスクを確認

・地震＋風水害の災害履歴

・地理的特徴

・木造住宅密集地域の指定状況

・首都直下地震による東京の被害想定

・地震に関する地域危険度

・水害等に関するリスク状況

資料１
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資料１参考 災害リスクの確認

【表紙】 【５ページの例】

詳細は、別紙：「資料３：災害リスク等確認方法」を参照

資料１
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資料１０3 災害時に共通している地域状況

近年の災害状況 災害時の共通状況 北区の防災対策状況
地域防災力に
つなげるために

〇地震による災害

・阪神・淡路大地震 
1995年1月17日

・東日本大震災
20１１年３月１１日

・熊本地震 
2016年4月14日、16日

・北海道胆振東部地震 
2018年9月6日

・令和６年能登半島地震
2024年１月１日

〇風・水による災害

・平成30年7月豪雨 
2018年6月28日～7月8日

・令和元年東日本台風
2019年10月10日～１３日

・令和2年7月豪雨
2020年7月3日～31日

・令和6年能登半島豪雨
2024年9月21日～23日

〇災害時に見られた共通の状況

・被災によるマンパワー不足

・防災の専門知識を持つ

人材の不在

・地域住民同士の顔の見える

関係性不足

・防災士間の横のつながり不足

災害状況や共通状況を踏まえて

・防災訓練の継続的実施

・避難所開設訓練の継続的支援

・令和６年度より

地区防災計画の策定支援

・令和７年度より

防災士養成支援の開始

・令和８年度より

防災士フォローアップ研修の

開始

その他事業は、

「区の防災事業一覧」にて

まとめています。

・災害時の地域防災の

担い手を養成につな

げる

・防災専門知識の習得

・顔の見える関係性の

構築

・地域特性をふまえた

災害リスクを知る

・平時からのつながり

の構築

〇災害時に生かせた平時の取組事例

・町会自治会や防災士により避難

計画等が準備されていた

・避難訓練時に、避難時間の計

測や避難ルートの検証・実施

・地域特性に応じた継続的な

防災訓練

・平時からの人間関係構築や訓練の

結果、共助による支援活動が実施

された
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資料１０3 災害時に共通している地域状況

１. 災害時に見られた共通の状況

・地域住民が被災し、災害対応の担い手不足

・避難所運営人員が不足

・地域内のつながりの有無が支援力に影響

・行政だけでは対応が困難である（公助の限界）

・地域住民、防災士、消防団等との連携が重要

（共助の取組みが必要）

・普段からの顔の見える関係性が重要

・地域の特性や状況を知る人材が避難誘導、安否確認で重要

資料１
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資料１０3 災害時に共通している地域状況

２. 災害時に生かせた平時の取組事例

発生災害 取組み

東日本大震災 地域住民同士の顔の見える関係性構築

熊本地震 避難所運営訓練、防災リーダー育成

能登半島地震 地域コミュニティのつながり形成

平成30年7月豪雨 早期避難の呼びかけ、情報共有訓練

資料１
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資料１０3 災害時に共通している地域状況

３. （北区）地域が考える防災状況

地域防災における現状（地区防災計画策定地区からの抜粋）

地域では、町会・自治会や自主防災組織を中心に

日頃から様々な防災活動が行われています。

・町会員数が減少し、高齢化が進んでいる

・防災活動参加者の固定化

・地域コミュニティの希薄化、若い世代の参加率の低下

・災害対応を担う人材の不足

その中では、下記のようなご意見もいただいています。
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令和８年度 北区防災士フォローアップ研修講座資料21

資料１０3 災害時に共通している地域状況

４. 避難所での対応（具体的な防災活動例）

避難所では多岐に渡る対応が必要になります。

・避難所の開設

・避難者受付、情報提供・共有

・物資配布、衛生環境の維持

・要配慮者への対応

・長期化による避難者、運営側の負担の対応

災害時、避難所運営は、自主防災組織の皆様に加え、

地域住民や防災士など多様な方々との連携が重要となります。

平時から、地域で避難所開設訓練を実施していただいています。
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令和８年度 北区防災士フォローアップ研修講座資料22

資料１０3 災害時に共通している地域状況

４. 避難所での対応（具体的な防災活動例）
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令和８年度 北区防災士フォローアップ研修講座資料23

資料１０3 災害時に共通している地域状況

４. 避難所での対応（北区での訓練等の様子）

【情報提供・共有】

【要配慮者への対応】【避難者受付】

【運営体制の検討】
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令和８年度 北区防災士フォローアップ研修講座資料24

資料１０４ 北区の防災対策の取組み

近年の災害状況 災害時の共通状況 北区の防災対策状況
地域防災力に
つなげるために

〇地震による災害

・阪神・淡路大地震 
1995年1月17日

・東日本大震災
20１１年３月１１日

・熊本地震 
2016年4月14日、16日

・北海道胆振東部地震 
2018年9月6日

・令和６年能登半島地震
2024年１月１日

〇風・水による災害

・平成30年7月豪雨 
2018年6月28日～7月8日

・令和元年東日本台風
2019年10月10日～１３日

・令和2年7月豪雨
2020年7月3日～31日

・令和6年能登半島豪雨
2024年9月21日～23日

〇災害時に見られた共通の状況

・被災によるマンパワー不足

・防災の専門知識を持つ

人材の不在

・地域住民同士の顔の見える

関係性不足

・防災士間の横のつながり不足

災害状況や共通状況を踏まえて

・防災訓練の継続的実施

・避難所開設訓練の継続的支援

・令和６年度より

地区防災計画の策定支援

・令和７年度より

防災士養成支援の開始

・令和８年度より

防災士フォローアップ研修の

開始

その他事業は、

「区の防災事業一覧」にて

まとめています。

・災害時の地域防災の

担い手を養成につな

げる

・防災専門知識の習得

・顔の見える関係性の

構築

・地域特性をふまえた

災害リスクを知る

・平時からのつながり

の構築

〇災害時に生かせた平時の取組事例

・町会自治会や防災士により避難

計画等が準備されていた

・避難訓練時に、避難時間の計

測や避難ルートの検証・実施

・地域特性に応じた継続的な

防災訓練

・平時からの人間関係構築や訓練の

結果、共助による支援活動が実施

された
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令和８年度 北区防災士フォローアップ研修講座資料25

資料１０４ 北区の防災対策の取組み

１. 災害の状況を踏まえた北区の動き

災害の教訓 地域の状況 北区の取組み

・防災訓練の継続的実施

・避難所開設訓練の継続的支援

・令和６年度開始：地区防災計画
の策定支援開始

・令和７年度開始：防災士養成
支援の開始

・令和８年度開始：防災士フォ
ローアップ研修の開始

その他事業は、「区の防災事業一
覧」にてまとめています。

・地域住民が被災し、災害対応

の担い手不足

・行政だけでは対応が困難で

ある（公助の限界）

・地域住民、防災士、消防団

等との連携が重要

（共助の取組みが必要）

・普段からの顔の見える関係

性が重要

・防災の専門性が重要

地域では、自主防災組織を中

心に様々な防災活動が行われ

ている中でのご意見

・町会員数が減少し、

高齢化が進んでいる

・防災活動参加者の固定化

・地域コミュニティの希薄化

若い世代の参加率の低下

・災害対応を担う人材の不足
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令和８年度 北区防災士フォローアップ研修講座資料26

資料１０４ 北区の防災対策の取組み

２. 地区防災計画について

防災に関わる地区の現状や防災関係施設発災時の活動体制、発災時および平常時に実施する防災活動等について
検討し計画にまとめました。今後、計画に基づいた防災活動を継続的に実施・検証するとともに、適宜、計画内
容の見直しを図ることで、地区の防災力の向上を目指します。

計画の内容は？

地区防災計画は 地震 に焦点をあて、平常時から備えの充実を図るとともに災害時に地
区で「共助（地域で協力して助け合うこと）」を確実に実行するために策定しています。

何のために作ったの？

地区防災計画は行政ではなく 地域の皆さまが主体となって策定する計画 です。
地区防災計画は、地区防災会議（町会自治会連合会）を中心とし地域の団体の皆さまが
参加する全３回のワークショップを通じて、意見交換等を行い、策定しました。

どうやって作ったの？
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令和８年度 北区防災士フォローアップ研修講座資料27

資料１０４ 北区の防災対策の取組み

地区防災計画の位置付け

27

出典：内閣府 地区防災計画啓発用パンフレット

●内閣府 みんなでつくる地区防災計画
https://www.bousai.go.jp/kyoiku/chikubousai/index.html

資料１



資料１

令和８年度 北区防災士フォローアップ研修講座資料28

資料１０４ 北区の防災対策の取組み

地震発生時のタイムライン

だれが（どの組織が）い
つ、なにを実施するのか、
発災から３日程度までの行
動の目安を時系列に整理。

防災活動の立上げ命を守るステージ

１～２時間０～１時間

想定される
被害等の状況

施設の開錠・開設準備

地
区
本
部

地区本部の開設

自主防災組織
への連絡・調整

被害状況等
の集約

地区本部会議
の開催

施設の開錠・開設準備
避
難
所

避難所の開設

避難所の運営

初期消火・出火防止

自
主
防
災
組
織

救出・救護活動

避難誘導

情報収集・伝達

地区の見守り・
秩序の維持

（地区本部の運営）

（避難所の開設・運営）

活動準備（参
考
）消
防
団※

消火活動

救出・救護活動

情報収集活動

その他の活動

●地震の発生 ●再度の地震発生
●建物等の倒壊 ●ライフラインの停止
●火災発生 ●けが人、生き埋め者の発生

●避難の開始 ●避難所に

●区職員が参集、施設を開錠し本部として使用

●地区本部委員が参集 地区本

●北区や防災関係機関等から
●被害を最小限にとどめるた
●被害状況や応援要請を勘案

●自主防災組織間の情報共有
（地区本部会議で決定した内

●区職員、自主防災組織の鍵受託者が参集、施設を

●避難所初動要員を中心に自主
●施設の安全確認、避難者の受

●軽可搬消防ポンプ等での初期消火の実施
●消防団員、消防隊の指示のもと消火活動

●負傷者の救出、応急救護、救護所への搬送

●いっとき集合場所から避難場所への集団避難を先導
●周囲の

●避難行動要支援者名簿登録

●地区本部委員を地区本部に

●避難所初動要員を中心に避難所へ人員を派遣

●分団本部参集・班結成
●分団本部（建物）および機材の確認

●消火活動・初期消火に係る自主防災組織への指示
●出火防止の呼びかけ

●負傷者の救出、応急救護、救護所への搬送

●被害状況等の情報収集

●道路障害の排除等活動（道路の確保）
●避難誘導

避難生活での助け合い避難生活の開始情報収集と伝達

２４～７２時間 （３日）６～２４時間 （１日）３～６時間

※消防団は、消防団参集基準に基づき参集・各種活動を実施する

避難者が殺到

できるよう準備を実施

●避難生活の開始 ●避難生活の本格化

部を立ち上げ、地区本部の開設を北区に報告

得た情報を、情報連絡員を介して各自主防災組織に伝達
め、必要に応じて自主防災組織に対する指示を実施
し、自主防災組織間で応援体制をとれるよう調整を実施

●各自主防災組織の情報連絡員から報告される被害状況のとりまとめを実施
●とりまとめた情報を北区へ報告、防災関係機関と適宜共有

や相互応援、北区からの情報伝達等のため、必要に応じて会議を開催
容は情報連絡員を介して各自主防災組織へ伝達）

開錠し開設準備に着手

防災組織が参集
入準備、避難者対応（避難者への待機指示や情報提供等）を実施

●避難者の施設内への受入れを開始、避難所の開設を北区に報告

●避難所管理運営委員会に
移行し本格的な運営を開始

●出火防止を呼びかけるとともに、出火警戒に努める

安全を確認次第、避難者に自宅・避難所への移動を案内

●地域の被害状況等の情報を収集、情報連絡員を介し地区本部へ報告

●地域内の巡回
者の安否確認

●地域住民へ情報提供

派遣

（適宜、避難所へ追加の人員を派遣）

滝野川西地区防災計画
P２６～P２７
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令和８年度 北区防災士フォローアップ研修講座資料29

資料１０４ 北区の防災対策の取組み

平常時における地域の活動

ワークショップにおいて、現在の活動を
共有するとともに、活動の課題を抽出し、
議論を重ねながら、平常時から実施する地
域の防災活動を整理。

防災活動予定表

計画策定後は、防災活動予定表に基
づいた防災活動を継続的に実施・検証
することで、地域の防災力向上を目指
す。

防災活動予定表防災活動予定表

滝野川西地区防災計画
P36

平常時における地域の活動

滝野川西地区防災計画
P35
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令和８年度 北区防災士フォローアップ研修講座資料30

資料１０４ 北区の防災対策の取組み

避難所活動体制表の概要

地区防災計画策定地区では、避難所の活動体制を整理。

（避難所）
自主防災組織（町会自治会）は、割り当てられた避難

所を開設・運営する。また、地域の初期消火等の活動の
状況を踏まえ、十分な人数が集まった後、避難所管理運
営委員会に移行する。（概ね発災から24時間後）

避難所活動体制

滝野川西地区防災計画
P42

【参考】滝野川西地区防災計画より抜粋
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令和８年度 北区防災士フォローアップ研修講座資料31

資料１０４ 北区の防災対策の取組み

訓練の実施・計画の更新

計画に基づいて訓練を実施する。

ポイントは一人でも多くの住民に参加してもらうこと。記録係を設

けて計画・マニュアル通りにできるのかどうかを検証すること。

記録をもとに計画を練り直していく作業が必要になる。

訓練や計画内容の検証に参加することで、
防災士の持つ専門知識や経験を計画に反映できる！

防災士が活躍できるポイント
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令和８年度 北区防災士フォローアップ研修講座資料32

資料１

１. 自助・共助・公助

０５ 防災士が地域と関わるために

公助

自助

共助

自分自身や家族の

身の安全を守ること

地域やコミュニティ

の人たちが協力して

助け合うこと 自治体や消防、警察、

といった行政機関に

よる救助・援助のこと
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令和８年度 北区防災士フォローアップ研修講座資料33

資料１０５ 防災士が地域と関わるために

２. 公助の限界

・災害の規模が大きくなるほど、行政機関も被災する。

・道路損壊などにより、組織的な救助対応の本格化までに時間

がかかる。⇒行政機関（公助）による対応が難しくなる。

自分の命は自分で守る（自助）

自分たちのまちは自分たちで守る（共助）

「共助」の力が重要になる

出典：宇土市 広報うと

熊本地震後の宇土市役所庁舎

大規模発災時
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令和８年度 北区防災士フォローアップ研修講座資料34

資料１０５ 防災士が地域と関わるために

３. 防災士とは

防災士とは”自助”“共助”“協働”を原則として、社会で防災力を高める活動が

期待される。十分な意識と一定の知識・技能修得を日本防災士機構が認証した人と

されています。

出典：日本防災士機構HP https://bousaisi.jp/aboutus/
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令和８年度 北区防災士フォローアップ研修講座資料35

資料１０５ 防災士が地域と関わるために

４. 防災士と地域が関わるための入り口

地域の防災活動を知る

①北区が実施している活動 ③防災士等が実施する活動

地域の防災活動へ参加

継続的な地域の防災活動へ参加

防災士が有する知識や経験を活かす

②地域が実施している活動

地域との接点の創出・顔の見える関係性
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令和８年度 北区防災士フォローアップ研修講座資料36

資料１０５ 防災士が地域と関わるために

①北区が実施している活動の一部

防災教室防災セミナー

避難所開設訓練自主防災組織主催の防災訓練 オンライン防災イベント

北区事業を活用して、地域との交流
頻度を増やすことができる！
さらに、防災士としての知識・経験
を高めることができる！

防災士が活躍できるポイント
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資料１０５ 防災士が地域と関わるために

②地域が実施している活動事例

地域活動 防災活動
町会・自治会活動 防災訓練

学校・PTA活動 初期消火訓練

地域・商店街清掃活動 炊き出し訓練

ラジオ体操 応急救護訓練

福祉活動 避難所開設訓練

子供会活動 HUG訓練

お祭り 夜警パトロール

地域の防災活動の情報を取得してみる！
様々な活動への参加を検討してみる！

防災士が活躍できるポイント

自主防災組織等による防災訓練

避難所開設訓練

資料１
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資料１０５ 防災士が地域と関わるために

②地域が実施している活動事例

・マンションと町会合同の防災訓練

豊島4丁目町会、恒陽王子マンション、王子ビューハイツ合同

の防災訓練が実施。

この訓練は、町会・自治会とマンションのつながりの構築・強

化を目的とした東京都の事業である「町会・マンション みん

なで防災訓練」を活用した取組み。

訓練内容は、応急救護、起震車体験、携帯トイレの使用体験等

が行われた。

・河川の水を活用した消火訓練

能登半島地震の消防水利が不足した例を踏まえた訓練。

豊島5・6丁目町会では、地震により消火栓が使用不能に

なった状況を想定し、河川の水を活用した消火活動の実施。

資料１
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資料１０５ 防災士が地域と関わるために

②地域が実施している防災活動事例

項目 内容

地域活動と絡めた
防災活動

自助の取組みに関する啓発活動

携帯トイレの備蓄に関する啓発活動

地区運動会時に防災情報の啓発活動

町会活動とともに防災活動を実施する

防災地図を用いたまち歩き

掲示板へのいっとき集合場所の掲示

防災訓練

車いす操作訓練

単身高齢者の防災対策の確認

防災アプリを活用した安否確認訓練

小中学生対象の防災訓練の実施

ペット同行避難訓練

防災勉強会
防災用品展示等（ダンボールトイレ等）

デジタル講習会（防災アプリ）

地域独自の取組みに対しても防
災士としての専門的な
ノウハウを共有することで、
レベルアップが図られる！

防災士が活躍できるポイント

通常の防災訓練・防災活動以外に、

地域特性のある防災活動を一部抜粋

資料１
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資料１０５ 防災士が地域と関わるために

③全国の防災士活動事例

・長野県（辰野町）

防災士連絡協議会の発足

・愛知県（知立市）

防災士だよりの発行

・千葉県（千葉市）

中学生と連携した教訓伝承

活動の実施

（出典）佐賀県防災士会事務局

https://www.qsr.mlit.go.jp/takeo/sit
e_files/file/matsuura/seibikeikaku/n
et04-07.pdf

【スキルアップ研修会】

【自主防災組織促進研修会】

【防災避難訓練】

防災士が主体となって取り組ま
れている事例もあります！

防災士が活躍できるポイント

出典：日本防災士機構HP https://bousaisi.jp/aboutus/

資料１
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資料１０５ 防災士が地域と関わるために

５. 地域の防災リーダーとして

地域の防災リーダーとは・・・？

防災士には、地域の防災活動へ主体的に関わり、周囲へ働きかける役割

が期待されています。

北区は、地域の防災士にはその力があり、その活躍に大いに期待しています。
訓練への参加や防災知識の共有など、様々な形で地域防災活動に関わり、地域防災力
向上に寄与していくことができると考えています。

例えば、マンションにお住まいの防災士が、「北区の防災セミナー」を活
用してマンション内における防災訓練を実施することができる！

防災士が活躍できるポイント

出典：日本防災士機構HP https://bousaisi.jp/aboutus/

町会・自治会では防災訓練が継続的に実施されていますが、町会・自治会未加入者やマン

ション居住者は、防災訓練の実施が難しいというお声もいただいています。

そこで、地域の防災士には、マンションにおける防災訓練を主導することや、マンション

と町会・自治会をつなぐ橋渡し役として地域防災力向上に寄与することを期待しています。

資料１
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資料１０６ まとめ（地域防災力向上のための一歩を踏み出す）

近年の災害状況 災害時の共通状況 北区の防災対策状況
地域防災力に
つなげるために

〇地震による災害

・阪神・淡路大地震 
1995年1月17日

・東日本大震災
20１１年３月１１日

・熊本地震 
2016年4月14日、16日

・北海道胆振東部地震 
2018年9月6日

・令和６年能登半島地震
2024年１月１日

〇風・水による災害

・平成30年7月豪雨 
2018年6月28日～7月8日

・令和元年東日本台風
2019年10月10日～１３日

・令和2年7月豪雨
2020年7月3日～31日

・令和6年能登半島豪雨
2024年9月21日～23日

〇災害時に見られた共通の状況

・被災によるマンパワー不足

・防災の専門知識を持つ

人材の不在

・地域住民同士の顔の見える

関係性不足

・防災士間の横のつながり不足

災害状況や共通状況を踏まえて

・防災訓練の継続的実施

・避難所開設訓練の継続的支援

・令和６年度より

地区防災計画の策定支援

・令和７年度より

防災士養成支援の開始

・令和８年度より

防災士フォローアップ研修の

開始

その他事業は、

「区の防災事業一覧」にて

まとめています。

・災害時の地域防災の

担い手を養成につな

げる

・防災専門知識の習得

・顔の見える関係性の

構築

・地域特性をふまえた

災害リスクを知る

・平時からのつながり

の構築

〇災害時に生かせた平時の取組事例

・町会自治会や防災士により避難

計画等が準備されていた

・避難訓練時に、避難時間の計

測や避難ルートの検証・実施

・地域特性に応じた継続的な

防災訓練

・平時からの人間関係構築や訓練の

結果、共助による支援活動が実施

された

資料１
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資料１０６ まとめ（地域防災力向上のための一歩を踏み出す）

あ

あ

あ
あ

あ

地域との関わりは、身近な活動から始められる

防災士の知識や経験は、地域防災活動の様々な場面で活かすことができ

地域防災力の向上に大いに寄与できる

地域や北区では、地域防災力向上に向けた様々な取組を進めている

本研修が、地域との新たなつながりや、防災士として知識や経

験を活かすきっかけ・可能性の広がりとなれば幸いです。

近年の災害では、地域のつながりが大きな力となった

資料１
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